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COPDや肺癌などの呼吸器疾患に

より肺機能が低下した患者を支える

医療機器、酸素濃縮器。現在は同機

器を使って健康保険適用による在宅

酸素療法が可能となっている。この

医療機器を開発・提供しているのが

帝人ファーマである。同社は医療機

関を通じて在宅患者に酸素濃縮器を

貸し出し、保守・メンテナンスも実施

している。

電話回線によりモニタリング
効果が上がる一方、普及に課題が

在宅酸素療法の実施にあたって

は機械故障時の対応を確実に行う

必要がある。そこで帝人ファーマで

は1999 年より、酸素濃縮器の稼働

状況を電話回線を通じて遠隔モニ

タリングできる「TOMS（Te i j i n

Oxygen-concentrator Monitoring

System）」を運用。緊急時対応、機

器の予防保全などきめ細かい対応が

実現した。酸素濃縮器自体の不具合

にすることが求められた。その解決策

がモバイル通信だったのである。

携帯電話のモジュールで
容易な設置と低コスト運用

「携帯電話事業者各社にお話を聞

き、通信の信頼性やセキュリティ対

応を勘案してNTTドコモのFOMA

を選びました」と峠氏。品質を重視

したうえでコスト面も考慮したとい

う。2010年7月には、酸素濃縮器に

携帯電話網を利用した専用の通信

モジュールを接続し、VPNネットワ

ークを経由してデータを集約する

「TOMS-M」が完成した。

モバイル対応の「TOMS-M」によ

って患者宅の回線工事が不要とな

り、以前より導入を勧めやすくなった。

導入10ヶ月で利用者は3倍以上に増

加。医師や患者からは、「患者の安

全がより向上する」「この仕組みは安

心できる」との評価を得ているという。

本システムはさらなる発展性を秘め

ている。「通信網を利用して患者の健

康状態を管理する遠隔医療などへの

発展も視野に入れ、簡単な改良で在

宅酸素療法以外の用途にも対応でき

るように設計しています」と、峠氏は

次の取り組みを展望した。

や不適切な使用による異常を即座に

発見し、24時間体制を敷く保守スタ

ッフの早急な訪問で迅速対応できた

例など多数あるという。

また、TOMSのデータは機器のメ

ンテナンスに役立てるだけでなく、主

治医にレポートすることで患者が正し

く酸素療法を行っているかの確認・

指導も可能になった。

ただ、さらなる普及にはもう一つハ

ードルがあった。帝人ファーマ・在宅

医療開発推進部の峠真一氏は次の

ように打ち明ける。「ADSLやFTTH

などお客様宅の回線が多様かつ複

雑になり、電話回線工事を工事会社

に依頼するケースが増えました。お

客様側も配線変更に不安を感じられ

ることがあり、電話回線の利用には限

界がありました」

通信装置や通信費に加え、電話回

線工事にかかるコストの削減も運用

の継続・拡大にとって重要であり、患

者宅の回線工事による負荷を最小限
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